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研究概要
　4Kハイビジョンテレビ、高精細PC用ディス
プレイ、医療画像では、画像の信号処理による
高精細化（超解像技術）が求められています。
本研究では、従来技術である TV正則化方式と
学習法を組み合わせて、従来にない効果の大き
い新しい超解像方式を開発しました。

背景・従来技術
　従来、ハイビジョンテレビにおいて超解像技
術が採用されていましたが、演算時間が長くな
るという問題がありました。また、医療画像に
おいても、学習法が研究されてきましたが、こ
れも必ずしも十分な画像が得られていません。

特徴
　本研究では、TV正則化フィルタによって、
画像を骨格成分とテクスチャ成分に分離し、骨
格成分に対しては Shock フィルタによってエッ
ジ強調を行い、テクスチャ成分に対しては学習
法によって高精細化を実現しています。これに
より、大幅な演算時間の短縮ができ、専用 LSI
あるいはGPUを用いれば実用化が可能です。

実用化イメージ
　4Kハイビジョンテレビを始め、高精細化を
必要とするディスプレイに適用できるので、
TV、PC、スマートフォン、医療用画像診断機
器などの製造企業への技術移転を進めていきま
す。本技術の実用化により、高速でノイズに強
い高精細画像改質が可能になります。

・画像の高精細化技術
共同研究を希望するテーマ

　本方式のアルゴリズムは複雑に見えりますが、特殊な画像専用プロセッサ（GPU) を開発する必
要はなく、現行のGPUで実用化することができます。積極的に開発に挑戦していただきたいです。
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